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は じめ に Tab1e 　！　Subjects

　 Candida α め加 ．
ns （以 下 力 γ ジ ダ と 略す ） は ，気管

支喘息の 原因 ア レ ル ゲ ン と し て知 ら れ て い る が，そ の

発 生機序 は 1 型 ア レ ル ギ ーの ほ か に ， lll型 あ る い は rv

型 ア レ ル ギ ー
の 関与 も示唆 され て お り

職

，不明 な点 が

多 い ．し た が っ て カ ソ ジ ダ が原 因 で あ る と 思 b れ る 気

管 支喘 息患者 の 血 清中 の 特 異 IgE 抗体 ，
　 IgG 抗体 を 測

定す る こ と は 有意義 で あ る と思わ れ る ，

　今 回 我 々 は気管支喘息児を中心 に ，非気管支喘息児

並 び に 腟 カ ン ジ ダ症 患者 （成 人女牲） の 血 清 中 カ ン ジ

ダ 特 異 lgE 抗 体，　 IgG 抗 体 を，そ れ ぞ れ radioaller ・

gosorbent 　test（蝕 ST ），　 e馴 e・li調 i  皿 osor ・

bent　assay （ELISA ） を 用 い て 測定 し ， 各 群 の 比 較，

及 び気 管支喘息患者 に お い て は 皮内反応 と の 比較 を お

こ な っ た 結果 ， 若干 の 知見 を得た の で 報告する ，

NQ ．　iested Age （yrs ）

対 象及 び方 法

Nbnast ｝una

AsthmaCandi

：dα
・ （÷ ）

α跚 宙 ゴ♂ （
一

）

Vagina］　Can〔｛．
蓼 零

128105812413 0 − 144

−158

− 154

− 15

（Adult｝

1．対象

0才 か ら 15才 ま で の 非気 管支喘息 児 血 清 （以下非喘

Abbreviations：　E，A ．U ．　ELISA 　 arb ユtorary　 unit ；

EUSA 　 enzyme −linked　 immunDsorbent 　 assay ；

PBS 　phosphate 　buffered 　saline ；　P ・NPP 　p ・

nitrophenyl 　phosphate ；　RAST 　radloallergo −

sorbent 　test；　R．A ．U ．　RAST 　 arbitGrary 　unit

宰 Skin　 test 　 with 　 C ．　 atbicans 　 antigens ．

嚀＊
　Vaginal　candid 遽 sis ．

息群 と略 す） 128例 （臍帯 血 13例 ， 男65例 ， 女 50例），

4 才か ら15才ま で の 気管支喘息患児 （以下 喘息舞 と略

す） 105例 （男63名，女 42名 ）、 及 び 腟 カ ン ジ ダ 症患 者

13例 （成 人女 性〉 の 血 清 を澪 い た （Table 　1）．な お 対

象 の 中 に は カ ン ジ ダ に よ る 減感作療法 を うけ た もの は

1名 もい な か っ た ．

　 2．特異抗体の 測 定

　 孟） カ γ ジ ダ菌体浮遊液 の 調製 ：

　凍結乾燥 し た カ ソ ジ ダ菌 体 （名 古
’
屋 大学 医学部 医真

菌研 究部門 ，NUM 　110，血 清型 A ）を pH 　7．2，　phos ・

p｝1ate 　 buffered　 saline 　（0．05％　Tween 　 20，0．05％

NaN3 を含む ， 以下 PBS ・Tween 　20と略す）に 浮遊 し，

ス タ
ー

ラ
ー

で 撹拌 し なが らボ リス チ レ ン チ ュ
ーブ （巣

研 チ ；一プ 2 号） に 0．5m1 ず つ 分 注 し た ．

　 il） 1251
標識抗 ヒ FIgE 血 清 ：

　市 販 の RAST 用試薬 〔Pharmacia 　Diagnostics）を
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1〔120 喘息児 tt） カ ン ジ ダ 特 異 IgE 抗体
・IgG 主瓦体

使用 し た ，

　 ii｛） alkaline 　phosphatase 標識抗 thIgG 抗 体 ：

　抗 ヒ ト エgG （γ 鎖） ウ サ ギ 並［清 （Behring　Institute）
か ら硫安壗析法 に よ っ て 作 製 した γ

・globulin 分画 と

alkaline 　phosphatase 〈type　VII，　Sigma 　Chemical ）

を 用 い ，Engvall　c）　
s］

の 方法 に 従 い ，　glutaraldehyde で

結 合 し て 作成 し た．

　 iv）基質 ：

　disodium　p・nitropheny ｝phosphate 　 l、片 山化学．） を

pH 　 9．8，0．05M 　 sodiu 皿 carb 〔mate 　 buffer （10
−3

氏1
、

MgC12 を含有 ） で ユ mg 〆mi の 濃度 に 調製 し て 用 い た

ぐ以 下 P −NPP と 略す）．

　 v ）特異 lgE 抗体の 躑定 ：

　2．5mg ／m1 の 農度 の カ γ ジ ダ 墓体 浮 遊液 に
， 被験血

清0．lml を加 え て 、罨温 で 3 時 間 反 応 させ た ，次 に

PBS −Tween 　2  で 5 回 洗浄後，γ
・counter （Aloka ） で

計測 し た （Fig．1）．

　vi ）特 異 IgG 抗 体 の 測 定 ：

　 0．25mg 〆ml の カ γ ジ ダ菌体浮遊液を作成 し．1 O倍

希釈 血 清 0．1m ｝を加 え て 室温 で 3 時間 反応 さ せ た．次

に PBS −Tween 　20で 5 匠 洗 浄 後，　 alkaline 　phos ・

phatase 標識 ヒ ト IgG 抗体 0．5ml を 加 え て
一

夜反 応 さ

せ ， 翌 日 再 び 5 回洗浄後，P −N’PP を L   ml 加 え て 15−30

分室温 で反応 ，発色 さ せ た 後 、IN 　NaOH 　O．lml を 加

え て 反応 を停 止，波長 405nm で 吸 光度を測定 した IFig．

2）．

0 ．マ　ml 　 or 　 5erum 　　　　　　　　　　　　　　G、5ml 　 of 　 s ロ spens 】on 　 o 「

　 も　 　 　 　 　 　 　 　 伽 d／d ・ c 訓 ・ く・ d ｝・・ted

u　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 to　2　5　mg ’ml 　 ln 　 PBS −
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tween 　 20 嘱

】

　 　 　 lncuba ヒed 　for 　 three 　 heurs ，盈 電 rQQ 団 tempera ヒure

Was 図 　five　t ヒmes 　ln　PBS −Twe 已n 　⊇0糞

　 　 　 　 　 　 　 1z5
　 　 　 0，05 隅 10f 　　 I

−labelFed旦 nt ｝−19E 　｛Pharmacia 〕

　 　 　 1ncUb 目ted　o 》ernigh ヒ．臼 【 room 　 temperature

W ∂〜hed 　 riye 重imes 　 i冂 PBS −Tween 　 ZO 幽

　 ‘
Count 　in　 a　 gamma 　scinti 匪旧 Uon 　counter 【for 　a　minite ）

　 　 　 　 　 　
妻
　　PB5

一Tveen 　20 　：　PBS 　containing 　O．05 　亀イ
　 　 　 　 　 　 　 Twe 曾 n 　20 　 end 　O．OZ 　毛 NaN
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．

　Fig．1．　 RAST 　uslng 　who1 已 Can ゴida　yeast　ceHs 　as

solid 　phase ，

　3．皮内反 応

　 i｝ 使 弔抗原 ：

　．皮内反 応 に 使用す る適当な抗原 を選 ぶ た め ，次 の 4

種 の 抗原 に つ い て 抗原活 性を検討 し た ．す な わ ち鳥居

薬品製 力 γ ジ ダ凍乾末（培 養汐液 ），NUM 　l10カ ン ジ ダ

菌培 養IP
一
液，同 力 γ ジ ダ 菌体粗抗 原 （KOH 抽出：汐 及

び NLiM 　37カ ン ジ ダ菌体粗抗原 ：：KOH 抽 出）の 凍 乾末

に つ い て ，そ れ ぞれ カ γ ジ ダ 菌 体 （NUM 　110）を固相

とした，IgE・RAST ．　lgE・ELISA の 50％ inllibition　tes．　t

を 行 っ た ．結果 は こ の 菌体抗原 と 血 清 中 特異抗体 との

反応を 50％粗害す る抗 原 の 凍 乾末 の 最終濃度 で 表 し た

（Table　2），そ の 結 果 ，鳥居薬 品製 カ ン ジ ダ 凍乾末 が ，

O・1ml 　of 　dllut 已 d 　s 巳 rum 　　　　　　　　　　 O5ml 　 of 　5u5pen5K 冫n 　of　Cendid ∂ ce ：t5
｛diluted　to　 1．100　in　PB5 一Tween 　IO ）　　　｛Ad ｝usted ‡o 　O「Z5　mg ／ml 　in　PBS −Tween
　 　 ，る．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20勺

　 　 F
冖
1

　　∪ 　 　 　 Inc コbated　
f° 「th「ee 　bOu 「5 ’ヨ t 「° ° m

　te叩 e 「atu 「e

W ∂ 5hed 　fi》 e 　ti吊 es 　in　PBS 一Tween 　20

　　【
　 　 　 　 　 　 　 O．5ml 　 of 　 a ：kali 〔 e　 phosph 己 tase 　coaiugated 　 ar 城 i．εgC
　 　 　 　 　 　 　 Cdil巳ヒed ヒ01 ；100 匚n　 PBS

．
TweEn 　 20）

　 　 l　 　 　 I・ ・ ub ・t・d 。 vern ±gh し ・t ・。   t  P ・ ・at ・ ・ e

W 己 shed 　 f濫ve 　 tmes 　 m 　 PBS 　 Tween 　 20

　　i　 二淵 ぎ傭 恕 譜 蠣 覧罪鵯麟
’s）

In ⊂ubaled 　ror　15 − 30　mln

　　1　 　 　 　 　 　 　 StOpped ヒhe　enlyme 　reactlorl 　b γ the 己ddition
　 　 　 　 　 　 　 of 　O．薯 mlof 　 1　卜量 NaOH

The 　absorptiOn 　 was 　 mea5Vfed 　inaspectrophoto 尸ne しer 　 et 　 405n 朔

園
Fig，2．

　
士
　P 日 S −T 冒 een 　2D 　： PO5 　centaining 　O．05 竃 Tvvee冂 20

　 　 　 　 　 　 　 　 コ 【 dO 、02 毛 N 自 N
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 ．

　
☆義

　P −NPP 　； disodi 凵 m 　 p
−nitrophenylph ◎ sphate ．

ELISA 　using 　whcle 　dnndidU　yeast 　cells　as 　so｝id　phase ．
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肥 田 康俊他 1021

特異 IgE抗 体，　 IgG抗体 に対 し て 最大の 抗原活性を 示

し た の で ，皮内 反応 に は 鳥居薬品 製 カ ン ジ ダ 凍乾末を

用 い た ，

　 ii）方法 1

　鳥居薬品 製 カ ン ジ ダ液 （1 万倍 希釈）  、02ml を皮内

Table 　2Comparison 　 of 　fQur　different　 antigens

　 by　50％ 　inhibit重on 　test

Materia 】

50ラtil　 lnトibに ign　　　50％ 　inhlbi；iOF，
（IgE−RAST ．）　 　 　 　 　 　 　 　 ：：lgc；−ELISA ♪

　　 　   ノ田 i　　　　　   ！mi

CuEて ure 　filtrate

　 〔1
−
orii ）

　 〔．蝉UM 王10）

Cr 岨 e 　ex ［ rv．ct

　 〔NUM ］IC ）

　 〔NLIM　 37冫

1．33
．2

＞ 10

＞ 1口

＜ O．0251
．85

く 0．025

く 0．025

に接種 し，ユ5分後 に 判定，石 崎 らの 基 準
5冫

に 従 い ，禿赤

径2Gmm 以 上 ま た は 膨 疹径 9mm 以 上 （い ず れ も縱

径，横径 の 平均）を 陽性 と し，陽 性者 に つ い て ，さら

に そ の 10倍希釈系列 に よ っ て 皮内反 応 閾値 を 判定 し

た ．

　ま た 反応 5 時間後 に お け る 遅 発型皮内反応に つ い て

は ．発赤径玉Omm 以 Eを陽性 と し て 判 定 し た ．

　4．結 果 の 算出

　特 異 lgE 抗 体値 及 び lgG 抗 体値 と もに 宮 本 らの 方

法に 準 じで 1，そ れぞれ 高値 を示 す血 清を プ ール し．特

異 lgE抗体 は RAST で ，原血 清 か ら1／64ま で の 2 倍

希 釈 系 列 に っ い て 放 射能 を 計測 し
， 特異 王gG 抗 体値 は

ELISA で，こ の系列の 1！40か ら 112560に つ い て 吸光度

を測定 し て ，そ れぞれ標準曲線を描 ぎ，特異抗体値に

つ い て は 原 血 清 の 測 定 値 を64RAST 　 arbitotary

ム 。けAsthmstic 　group
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　 Fig．3．　 IgE 　antibody 　leve…s　specific 　for α   ゴida　 athi α ans ．

　 Soiid　Liηe　 with 　closed 　circles 　 shows 　 the　 mean 　ievels   f 三gE 　ant 主bod 垂es 　 in

n   nasthmatic 　group ．　Shaded　area 　presents　l　SD 　ranges 　of 　IgE　antibDdy 　levels　in

asthmatlc 　group ．
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le22 喘息児の カ ン ジ ダ特異 IgE抗体 ・lgG 抗体

unit （以下 R．A ．U．と略す），特異 IgG 抗体値に つ い て

は 1／40希釈 血 清 の 測定値 を 64ELISA 　 arbitorarv 　unit

（以下 E．A 、U ，と略す） と して
， それ ぞれ の 測定値 を，

R 、A ．U ，ま た は E．A ．U ．に 変換 し た ．ま た 平均 値 の 算出

は 対数 平均 を，平均値 の 有意差検 定は t一検 定を 用 い

た 。

結　果

　 1．非 喘息群 に つ い て
一

年令別抗体値 の 変動

　各年令層 の 特異 lgE抗 体 値 は ，平 均 で ，1．02−2，09

R ，A ，U ．の 間 で 大 きな変化 は な く，年令 に よ る 有 意の 変

動 は み ら れ な か っ た （Fig、3 ）．

　特異 IgG抗 体値 は 鱗帯血 及 び O − 3 ヵ 月 で それ ぞれ

6．17EAU ．（平均値，以下 阿 じ），6．46E．A ．U ，で あ っ た

が， 4　−11ヵ 月 の 群 で い っ た ん 低 くな り （4 − 6 ヵ 月 ：

1．29E．A ．U ．，7 −11ヵ 月 ：1．82E．A ．U ，），年令 が増 加 す

る と と も に 再 び上 昇 す る 二 相 性 の パ タ ーン を 示 し た

（Flg、4）．

　 2．腔 力 γ ン ダ症患者 に つ い て

　腟 カ ン ジ ダ症 患者血清 13例に つ い て は ，特異 lgG抗

体値1．51　 （平 均
一SD 一

平均 十 SD ：0．76−3、02カ y コ 内

以下 同 じ ）R ，A ，U 、．特異 IgG 抗体値3．72（1．20−11．48）

E ．A ，U ．で，両 値 と も後述の 対 照 群 と有意差 が み ら れ な

か っ た （Fig、5）。

　 3．気管支 喘息児に お け る 抗体値 の 変動

　 i） 喘息群 全体に つ い て

　図 （Fig．3，　Fig．4） の 陰影部 に 喘 息群 の 抗体 値 の 変

動 を示 し た ．
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費 ★ Age −ma ヒched 　 no 冖己 sthma 象ic　group ．
髭 嚢 愛 Asthmatic ： group ．

Fj9．5．　 Comparison　 Qf 　three　different　groups 、

Table 　3　Antibody　levels　specific 　fGr　C．　alhicanLg

IgE （R ．A ．UJ IgG （E 、A．u ，）

Ne ．　　 mean （m
− S［〕

−
m ＋ SD ｝　　卜ξ・｝．　　 mean 　rm− SD −

m ＋ SD ｝

Nonasthma

Asthma

　1）C α nti 、’ （
一

）

　 2：lChnd ．．〔＋ ）

．1：｝ ＋ 2 ）

63

2081101

ユ．52　でo．gs −2．s9｝

1 ，51　（0．89 −　2．57）

3，09　（O甲76 − 12．59 ）

2 ．69　（1コ．72 − 10．〔｝0＞

63

2480

］04

4．17　（1．55　　ユ1．22 ＞

7 ．76 　（3 ．16 −19，G5）

1G ，23 　（4．07 −25．70 ＞

9 ．77　〔3．98 −23．99，

亀 Skin　test 　with 　C，　 at6rcanS 　ar ，tlgen ・s ．

　特 異 lgE抗 体 値，　 IgG 抗 体値 と もに 非 喘息群 に 比

べ ，4 − 6 才を 除 く各年 令層で 高値 を示 し，ま た 年令 の

増加 と と もに 上昇 傾 向を示 し た ．

　 そ こ で ，喘息群がす べ て 4 才以 上 で あ る こ とを考慮

し，非喘息群の 4 才以上 を同年令 層対照 （以下 ， 対照
・

と略 す） と し て 喘 息群 と比 較す る と （Table 　3），対照

（63例）は
， 特異 IgE 抗体値 1．62 （0．98−2．69）R ．A ，U 、，

特 異 lgG 抗体値4．17 （1．55−11．22）E ．A ．U ．に 対 し，喘

息 群 で は 特異 IgE 抗体値 （101例 ） 2．69 （0．n −10．OG）

R ．A ．U ．，特異 lgG 抗体値 9、77（3．98−23．99）E ．A ．U ．で ，

特 異 IgE 抗体値 ，特異 IgG 抗体値 とも に ，喘怠群 の 方

が有意に 高値 を示 し た （と も に ρ〈 e 、005）．
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　Fjg ，6．　 Relationship　between 　spec 湎 c　IgG
antibody 　levels　and 　end ・point　of 　the 　skin 　test，

　ま た 睦 カ ン ジ ダ 症患者 血 清 の 各抗体廼 は ，対羆 と有

意の 差 が な か っ た が，喘息群 に 比 べ 低 値を示 し た （lgE，
IgG と も‘二 1）く   ．025、　 F 三g ．5）．

　 ii） カ ン ジ ダ 皮 内反応 との 関係 に つ い て

　喘息群 の うち で， カ ン ジ ダ皮内反 応陽栓群 （以 下 陽

性群 と略す） と，同陰性群 （以 下 陰性群 と略す ） に つ

い て ，各抗 体値 を 比 較検討 し た ．

　特異 lgE 抗 体値 は 陰硅群 が 1．51i｛O．89−2，57）R．A 、U 、

に対 し，陽性群÷
’i3．09．（O．76−12．59）R ．A ．U ．で ，有意

に 高値 を 示 し た （ρ〈 0，  05）が
， 特異 IgG 抗体値は ，

陰 性 群 7．76 （3．16 −19．05） E．A ．U ．に 対 し，陽 性 群

10．23 （4．07−25．70） E．A ．U．で ，有意 の 差は な か っ た

E ．A ．U ．
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　Fig．7．　Relationship　between 　spec ｛fic　IgG
ant 重body　leve且s　and 　 end ・point　of　the　 skin 　test．

1．Table　3）．

　ま た 陽 性群 に つ い て ，そ の 皮内反応閾値と 各抗 体埴

を比較す る と，特異 IgE 抗体 値 で は Fig，6 の よ うに 闘

値が 10
− 4t

工G’s
，10−6

，10
−7

以下 と低下す る に つ れ て ，
そ れ ぞ れ 平均値 で 1，74

， 3．02，3、15，21．38R ．A ．U．と上

昇傾 「≒を 示 し，dose・response を示 し た が．特異 IgG 抗

体値 で は Fig，7 の よ うに 闕殖 の 低下 に と もな う抗 体

値 の 上昇は み ら訌 なか っ た．

　最後 に ，遅 発型皮 内反 応 と持異 IgE 抗体 値，特 異

IgG 抗体植 と の 関係 に つ い て は，両値 と も陽 性群 ， 陰性

群 で 差 は み ら れ な か っ た くFig．8 ）．

考 　案

　い ま ま で の 報 告で は 空 中 に 飛散する 真菌 として カ ン

ジ ダ 属を記載 し て い る も の は 少 な く
7〕
−9〕

，気 管支喘息
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RAST ELISA

R ．A ．U ．

10 ．0

5．o

2，0

1．0

E ．A ．U ．

　 20 ．e

10．0

5．0

zo

1．o

　　　　　 Late 　respQnse 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Late　response

　 　　 　　 of 　skin 　test 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 of 　skin 　test

　Fig、8．　 Relationship　between 　skin 　test （late　7esponse ）and 　specific　IgE　and 　IgG

antibodv 　 leveユs．

の ア レ ル ゲ ソ とな る カ ソ ジ ダ菌は 体 内 に 常在 す る も の

が 主 と 思 わ れ る．し か し 同藻 は 健常者 に も，そ の 口 腔 ，

腸管
ID ｝，肺

田

な ど に 多 く 見 い 出 され て お り，そ の 結 果抗

体 が 産 生 され て い る とする報告が あ る． よ っ て 気管支

喘 息 の 患 児 の 血 清抗体の 変動 を評価 す る た め に は
， 喘

息に か か っ て い な い もの の そ れ を考慮 に 入 れ る 必 要 が

あ り．ま ず非 喘息群 に つ い て．そ の 年令別 の 各抗体値

を検 討 しk ．

　特異 lgG 抗体値 の 年令 別 の 変動 は ，瞬 帯血 で 高 く，

そ の 後一時下降する が乳児 期俵 単 に 再 び 上 昇す る二 拒

性 の パ タ ーン を 示 し た ．こ の 揚合，臍帯血 で の 特 異 王gG

抗体 値 の 上昇 は ，母体 か ら児 へ の 経胎盤 性 の 選 択的能

動輸送
12 」b：，考 え ら れ，ま た 乳児期後半 の 急速 な上昇

は ， 鵞 口 瘡や 乳 児寄生菌性 紅斑 の よ うな感 染症 を含め ，

生 体 へ の 同菌の 巨然暴露 に よ る感作 の 結果 と推測 され

た ．こ の よ うな加 令 に 伴 う抗体 の ヒ昇に つ い て は ，カ

ソ ジ ダ で は ，宮本 ら が ゲ ル 内沈 降反 応 で
13 ），月 岡 ら が

PHA 法
14 〕で ，ま た Andersen ら が 菌体を 用 い た 凝集反

応
’5b

で ，それ ぞ れ 報 告 し て い る．ま た Schφnheyder ら

は A 鈔8   μ燃 毎峨 g祕 繝 に つ い て ，そ の 特異 IgG 抗 体

の 測定 を螢 光抗体 法 で 行 V・： e，，我 々 の カ ン ジ ダ に 関 す

る デ
ー

タ と同様，小児期 に お け る 二 損性 の 変動 パ タ
ー

γ を報告 し て い る．

　喘息群 で も，平均値 で 非 喘息群 よ り高値 を示 し て い

た が ，や は り年令上 昇 と と もに 特 異 lgG抗体値 の 上昇

が み られ た ．

　 し か し特異 IgE 抗体値 に つ い て は ， 非喘 息群 は 大 ぎ

な変動を示 さず，そ の 4 才以上 を喘息群 と 比 較す る と

有意に 低値 で あ っ た．さ らに 腟 カ ソ ジ ダ症 の よ うに カ

ソ ジ ダ菌寄生 の 明 ら か な 症例 に つ い て も13例 の 平均値

が 非喘息群 の 値 と 差が な い こ と か ら，IgE 抗体 は カ ン

ジ ダ の 自然暴露 だ け で は 高値 に な らず，IgE 抗体 の 産

生 に は 宿主側 の 素因が 関係 して い る と考 え られ る．

　　一
方 喘息群 に つ い て は ，前述 の よ 募 こ 特異 lgE抗体

値 は 対照 に 比 べ て 有意 に 高値 を示 した が
，

さ ら に 皮内

反応 と の 比較 で も．陰 性群 よ り陽性 群は 有意 に 高 く，
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

1026
喘息児の カ ン ジ ダ特異 IgE抗体 ・IgG 抗体

亅9G −ELSSA
｛E ．A ．U

50 ．

10 ．

5 ．

1 ，
elstic

Fig・9・Relati・ nship 　bet“・een 　lgE　and 　lgG　antibody 　levels　specinc 　f。 r・Q2nditla
ζ〜tbica冗 ∫．

反 内反 応閾値 が低下 す る に つ れ て 特 SC　lgE 抗体 値 も

上昇 し，有意 の 相 関を 示 し た ．Edge ら 17）
も，気 管支嚇

息群 で は 対 照 に 比 べ 特 異 lgE 抗 体 高値 の も の が 多 い

こ と を 報 告 し て い る．ま た paper　RAST 法 と皮膚反応

との 比較で も，秋山 ら
18
吸 び我 一々は

L9
彼 内反 応 を用 い ．

ま た 伊藤 ら
2°’・1・t ブ リ ・ ク テ ス トに て 比 較を試み た が

，

皮膚反 応陽 性群 に RAST 高値が 多い こ と が 示 さ れ て

い る．ま た 我 々 は 鳥居薬品製 カ ン ジ ダ 凍乾末 を抗原 と

し た 吸 入試験 と の 比 較で ，吸 入 試験 陽性者 に 特異 lgE

抗体 高値が 多い こ と を報告 し て い る
21 ）．こ れ ら の 事実

か ら，カ ン ジ ダ喘息の 発症 に IgE 抗体 の 関与が示 唆さ

れ，菌体を 用 い た RAST 法 に よ る 特 異 IgE 抗体 の 測

定 は
， 臨床的 に 有用 で あ る と思 わ れ た，

　次 に 特 異 夏gG 抗体値 に つ い て は ，非喘息群 で も，前

述 の 騎帯血 の 例 の よ うに 高値 を と る もの が 存 在 す る

が，平均値 で は喘息群 の 方が 有意 に 高値 を 示 し た ．

　ま た 使 用抗 原 が異 な る の で 比 較は 難 し い が ，IgE抗
体高値 の 人 に lgG 抗 体高値が 多 い とい う Pepys ら の

報告22t
に 反 レ，　 IgE 抗 体 と IgG 抗体 の 間 に 相 関 は な

か っ た ，こ れ は IgE 抗体 と IgG 抗 体の 産 生調節機構が

異 な っ て い る た め か も し れ な い ．Edge ら
：7 ］も気管支鵯

息群 で IgG 抗体高値を報 告 し て い る が
， そ の IgG　sub ・

class の 分析で ，　 IgG3及 び IgG4の 上昇 が IgG 高値 の 主

因 で あ る と指摘し て い る．今回 我 々 は lgG　subclass に

つ い て は 測 定 し て い な い し，ま た 遅発型 皮内反応 と

πgG 抗体値 と の 間 に も関係 は み ら れ な か っ た の で ，

blocking　antlbody や 田型 ア レ ル ギ ー
の 原因抗原 とし

て の 可能性 な ど に つ い て 検討 す る こ と は で きな か っ

た ．

　以上 の よ うに 特異　lgE 抗体値 IgG抗体値 ともに ，気

管支喘息児 で は 非 喘息児に 比 べ て 有 意に 高値を示 して

い る の で ， IgE抗体の み な らず lgG 抗体 に つ い て も過

免疫 の 状態 に あ る 病態が，カ ン ジ ダ ア レ ル ギ ー
特有の

病態 を形 成 し て い る 可能 性 も考 え られ る．IgE 抗体 に

つ い て は 皮内反応 と有意 の 関係が 得られ たが．夏gG 抗

体 に つ い て ，その 意義を論ずる に は ，さ ら に Subclass

の 検討 な どが 必要 で あ ろ う，

　今回 我 々 が 行 っ た 測定 方 法 は ，固相 に カ ン ジ ダ菌体

を使 っ て い る こ とか ら，Edge ら
17）も述 べ て い る よ う

に 、生体 に反応 して い る最 も自然 な形 で あ る こ と，主
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要抗 原 と考 え られ て い る多糖体
73 ）

も含 め て す べ て の 表

層抗原 に 対す る抗体を検出 で き る 可能性 を も っ て い る

こ と，工gE 抗体，　IgG 抗体 と も に 同 じ抗 原 を用 い て 測定

で き る こ とな どの 利点が ある．し か し，そ の 反面，細

胞質抗原に対する抗体の 検出は で きな い と い う問題が

あ る．Longbottom ら
z ‘ ）

は カ ン ジ ダ に 対 す る 1型 ア レ

ル ギ ー
の 技体 と して 細 胞質 抗原 中 の 蛋 白 に 対 す る抗体

の 存在を 示唆 し て お り，ま た Taschdjian ら
35｝

は カ ン

ジ ダ の actlve な 感染 に は 細 胞 質抗 原 が重 要 な役割 を

演 じ て い る と示 唆 し て い る．特異 抗体測定 に ど の よ う

な抗原を用 い る の が 最良で ある の か が確立 さ れて い な

い 現 在， こ の よ う な 問題 は 無視 で きず ，今 回 我 々 の 測

定値 の 解釈 は 懐重 で なけれ ぽ な らな い ，ま た ， こ れ は

他 の 抗体測定 法で も 問題 に な る が， カ ン ジ ダ に 対 し て

cross ・reactlve な抗原 を持 っ て い る 他 の 真菌 の 影 響 に

つ い て も考慮す る 必要 が あ ろ う．

　今ま で に 本実験 の よ うに ，非 喘息 児 の 特SC　lgE 抗

体，IgG 抗体 の 年令 別変動 を 小児 期 で 調 べ た 報告 は 少

な く
1fi），ま た 菌体 を 用 い た 抗体測定 に つ い て ，皮 内反応

との 比較 は 報告 され て い な い ．

　今 回得 られ た成 績 を も とに ， 気 管支喘息児に お け る

ヵ ン ジ ダ特異 IgE 抗 体，　 IgG 抗体 高値 の 意 義 に つ い

て，今後 さ らに 検討を重ね て い きた い ，

結　語

　 Candida 　ロ砺 α 硲 菌体 を 固 相 と し た RAST 法，

ELISA 法を 用 い て ，気管支喘 息患 児 血 済 を 中心 に ，そ

れ ぞれ カ ソ ジ ダ特 異 IgE 抗体，及 び IgG抗体 の 測定 を

試 み ，次 の よ うな結 果 を得 た ，

　 1）非喘息群 の 年 令別 の カ ア ジ ダ 特異抗体値 の 変動

は，特 異 lgG 抗 体 値 で は 臍 帯 血 と乳児 期後 半 以 後 に

ピ ーク の ある 二 相性変化を 示 し た が，特異 IgE 抗体値

で は 喘 息 群 に 比 べ 低 値 で 大 き な 変動 も み ら れ な か っ

た ．

　 2） 喘息群は ，非 喘息群，腟 カ ソ ジ ダ症症例 に 比 べ ，

特 異 IgE抗 体値，　 IgG抗体 値 ともに 平均値 で 有 意 に 高

値を 示 し た ．

　3） 喘息群 に お い て ，特異 lgE 抗体値 と即 時型皮内

反 応 の 間 に 有意の 関係 が み られ た が，特異 IgG 抗体値

に つ い て は ，郎 時型，遅 発型 と もに 皮内反 応 と の 関 係

は 認 め ら れ な か っ た ，

　稿を終え る にあた り， 本研 究 の 機会 を 与 え ， 御指導を い た

だ きま し た 病態制御研 究 施 設医 真菌研究 韶門 田 中健 治 教授

に 心 よ りお 礼 申 し上 げ ます ．そ して ，御 指 導，御 校 閲 を賜 り

ま し た，小児科学教室鈴 末 榮 教 授 に 深 謝 い た し ま す．

　本 論 文 の
一

部 は 第 32回 日 本 ア レ ル ギ
ー
学会縁会 及 び，第

11回 閏 際 ア レ ル ギ ー・臨床免疫 学 会 に お い て 報告 し た ．
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　　We 　measured 　the　levels　oHgE 　and 　IgG　antibodies 　tD　Candfdb α」わ磁 瓣 by　radioallergosorbent 　test　and 　enzyme ・

linked　immunosorbent 　assay ，　respectively ．　using 　Ca　ndida 　yeast　cells　as　solid　phase ，in　sera 　from　asthmatic 　patients，

nonas しhmaticchildren 　and 　women 　with 　vagina 】candidiasis ，We 　demons亡rated 　that：

　　In　nonasthmatic 　patients．　the 王gG 　levels　were 　high　in　cord 　blood　but　declined　at　about 　fQur　months 　of　age ，after
しhat　increased　 concurrenUy 　 with 　 age 　 agairl ．　 while ヒhe 王gE ［evds “

冒
ere 　low 巳 r　than 　those 　 of 　the　 asthmatics 　 and 　in．

dependent　ofage ．

　　正nasthmatic 　patients，　both　the 　IgE 　and 藍gG 　levels．　 wore 　signiflcan 匸ユy 　higher　than　in　nonasthmadc 　chHdren 　and 　of

women 　with 　 vaginal 　 candidiasis 、　 and 　there 　 was 　a　signifi ⊂ an 芝 relationship 　be蔓ween 　the 　IgE　levels　and 　the　 results 　 Gf

immediate 　cutaneoug ．　 response ，
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